
年度　江戸川区「行政評価」事務事業分析シート

　

昭和60年度

 

 ア 常勤職員

 イ 非常勤職員 　

 ウ 臨時職員 　

《実施の根拠となる法令等》　

江戸川区私道防犯灯及び商店街装飾灯の管理費補助金交付要綱
《民間委託やボランティアなどとの協働の状況》　

　

《その他》

江戸川区私道防犯灯設置助成（全額助成※1)とあわせ、区民負担の軽減を図っています。

（※1　廃止及び再設置する際の撤去費用は、各団体が負担します。）

設置・維持管理費ともに全額助成している区は、23区中江戸川区を含め3区です。（平成17年度）
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　私道防犯灯補助灯数・・・7,0９０灯
　　　　　　　　（過去３年平均7,071灯）
　区内全域の安定した道路環境を維持するため
に、私道防犯灯設置助成とともに維持管理費助成
事業を継続することが重要です。
　区と区民の協働により「安全・安心まちづく
り」を推進します。

◆私道防犯灯を管理している自治会、管理組合または個人管
理であって、区長が補助対象者として適当と認める方
《大幅な増減はありません》
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私道防犯灯維持管理費助成事業

【助成申請団体数・平成17年度】

土木部 庶務課 庶務係

　　

　

　主な経費は、助成金（33,089千円）
88.8％と人件費です。
（参考：18年度の助成金予算額は7,240
灯・33,798千円）

　

２４８団体

２４９団体

　
（16年度）

　

　昭和52年度から私道防犯灯の設置助成を実施しています。さらに、維持管理費を補助するこ
とで区民負担の軽減を図り、併せて交通安全､防犯等、生活環境の整備に寄与することを目的と
します。
　私道に防犯灯を設置し､維持管理している団体（自治会・管理組合等）を対象に､その維持管
理に要した電気料等（補修経費を含む）を助成します。
　土木部庶務課が申請を受け付け、書類審査を行い、助成金の交付決定をします。

100% 100%

249団体
（16年度）

 経費は
 １灯あたり         5,254円／年
 １団体あたり 149,606円／年です。
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《事業の目的及び概要》
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　【効率性】

経費を削減できる可能性がある。

効率的に実施するために、工夫、改善等の可能性がある。

 

成果が上がっている。

公費を投じて実施するべき事業である。

　【有効性】

　【公平性】

 

 

　【民間活力の活用】　※既に実施している場合は備考欄に表記し、評点は「1」とする。

 

＊受益者負担なし

平成１８年度 江戸川区「行政評価」内部評価シート

他の事業と整理、統合する可能性がある。

目的を果たすために有効な事業である。

備　　　考評価項目　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　評点　

29整理番号
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事業名

　【必要性】

私道防犯灯維持管理費助成事業

所 管 課 長 評 価

土木部 庶務課 庶務係

ボランティアやＮＰＯの活用の可能性がある。

受益者負担の額は適切である。

対象者や実施回数等は適切である。

　本事業は、公道はもとより私道（一般区民が通り抜けることができる道路）においても区民が等しく、誰も
が安全で安心した地域環境のなかで通行できるよう、町会等に防犯灯を維持管理する経費を全額補助す
る制度で､昭和60年から実施しているものです｡
　地域社会の安全性が叫ばれるなか、本区はいち早く安全・安心な仕組みを構築し今日に至っています｡
最近では、区民自らが「安心して歩ける道づくり」の運動にも発展し成果をあげています｡今後も行政と区
民の役割分担について考えながら、これまで区民と築きあげた共育・協働を基調として本事業を継続して
いきたいと考えます｡

 

所管部長の意見等

民間事業者への委託等の可能性がある。
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10 3経費を削減できる可能性がある。  

外部評価委員の意見

※評価欄の数字は、各項目の評価点です。

○　区外であるが、知人が暴漢にあい大怪我をした。私道防犯灯の助成によって、防犯・交通安全などに
大切な役割を果している。
○　暗い道での防犯には、街灯が効果的だと思うが、防犯のためであれば、外にも手段は考えられるので
はないか。

民間事業者への委託等の可能性がある。  

　【効率性】

効率的に実施するために、工夫、改善等の可能性がある。  

受益者負担の額は適切である。 ＊受益者負担なし

　【民間活力の活用】　※既に実施している場合は備考欄に表記し、評点は「1」とする。

ボランティアやＮＰＯの活用の可能性がある。  

成果が上がっている。  

　【公平性】

対象者や実施回数等は適切である。  

他の事業と整理、統合する可能性がある。  

　【有効性】

目的を果たすために有効な事業である。  

評価項目　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　評　点　 備　考

　【必要性】

公費を投じて実施するべき事業である。  

外 部 評 価 委 員 評 価

所属名 土木部 庶務課 庶務係

平成１８年度 江戸川区「行政評価」外部評価シート

整理番号 29 事業名 私道防犯灯維持管理費助成事業

3/3


